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Ⅰ センターの概要

１．沿革

精神保健福祉センターは、精神保健福祉法に基づいて、都道府県における精神保健及び精神障害者

の福祉に関する総合的技術センターとして、知識の普及を図り、調査研究並びに相談業務を行い、精

神保健福祉の関係機関に対する技術指導・技術援助を行うものである。

昭和３９年１１月 「精神衛生相談所」を和歌山県立医科大学附属病院内設置

昭和５６年 ４月 「精神衛生センター」に名称変更

和歌山県立五稜病院に移転

昭和６３年 ７月 「精神保健センター」に名称変更

平成 ７年 ７月 「精神保健福祉センター」に名称変更

平成１０年１２月 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛に移転

平成１１年 ４月 精神保健福祉相談員・保健師１名ずつ増員（常勤職員数４人体制）

平成１４年 ４月 事務職員１名増員（常勤職員数５人体制）

２．業務の概要

（１）企画立案

地域精神保健を推進するため、県の精神保健福祉主管部局及び関係機関に対し、専門的立場か

ら、社会復帰の推進や、地域の精神保健施策の推進に関する事項等について提案、意見具申等を

行う。

（２）技術指導及び技術援助

地域精神保健福祉活動を推進するため、保健所、市町村等の関係機関に対し、専門的立場から

積極的な技術指導及び技術援助を行う。

（３）教育研修

保健所、市町村等の関係機関で精神保健福祉業務に従事する職員を対象に、その資質の向上を

図るため、専門的な教育・研修を実施する。

（４）普及啓発

一般住民に対し精神保健福祉や精神障害についての知識、権利擁護等について普及啓発を行う

とともに、保健所及び市町村が行う普及啓発活動に対して協力、指導及び援助を行う。

（５）調査研究

地域精神保健福祉活動の推進、精神障害者の社会復帰の促進等に関する調査研究を行い、必要

な統計及び資料を収集し、保健所や市町村が行う精神保健福祉活動が効果的に展開できるよう資

料を提供する。

（６）精神保健福祉相談

アルコール、思春期の特定相談を含め、精神保健福祉全般の相談を実施する（特に複雑または

困難なもの）。

（７）組織育成

家族会、患者会等県単位の組織の育成に努めるとともに、地域単位の組織の活動に協力する。
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３．職種別職員構成

精神保健福祉
医師 保健師 福祉職 事務職 計

相談員

常 勤 １ １ １ １ １ ５

非常勤 ３ １ ４

計 ４ １ １ １ ２ ９

４．施設の概要

（１）所在地

〒６４０－８３１９ 和歌山市手平二丁目１番２号

県民交流プラザ和歌山ビッグ愛２階

電 話 ０７３－４３５－５１９４

ＦＡＸ ０７３－４３５－５１９３

（２）建物の状況

１２階建て鉄筋コンクリート造り県民交流プラザ和歌山ビッグ愛２階に入居

占有面積 ３７２．６６㎡

（３）平面図

ＥＶ 女子 男子

ｗ・ｃ ｗ・ｃ

階 案 ＥＶ 機 械 室 プレイルーム

ＥＶ

段 内 給湯

室

ＥＶ

交流ロビー 事務室 所長室 図書 グループ 心理 相談室 相談室

研修室 セラピー室 相談室 ２ １
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Ⅱ 平成１５年度事業実績

１．技術指導・技術援助

地域精神保健活動を推進するため、保健所及び関係機関に対し、研修会の講師や会議での助言、

大学や専門学校での学生への講義等、技術指導及び技術援助を行った。

（１）関係機関別・内容別件数

技術指導・援助の内容別件数（延件数）

関 係 機 関 老人精神 社会復帰 アルコ 薬物 思春期 心の健康 その他 計

保健 ール づくり

保 健 所 ２ ５ ２ ９

市 町 村

福祉事務所

医療施設 １ １

介護老人保健施設

社会復帰施設

社会福祉施設

行 政

福 祉

教 育

司 法

労 働

そ の 他 １ １ ２

計 １ ２ ５ １ ３ １２

（２）業務別支援内容

・講演講師等

内 容 場 所 対 象 回数 人数

精神疾患の基礎－統合失調症を中心に 和歌山市 精神保健福祉相談員 １回 １４名

（精神保健福祉相談員研修会）

メンタルヘルスについて 和歌山市 ＪＡ組合員 １回 ３５名

（農業協同組合ＪＡありだにて講演）

メンタルヘルス…特にうつ病について 和歌山市 和歌山市小中学校 １回 ４０名

校長・教頭

メンタルヘルスについて 和歌山市 法務省職員 １回 ３４名

（法務省職員研修会）

メンタルヘルス－うつ病を中心にして 和歌山市 検察庁職員 １回 ２８名

（和歌山地方検察庁にて講演）

統合失調症の疫学について 和歌山市 医師 １回 ２８名

（和歌山県立医大ＯＢ会研修会）

県内の精神保健福祉施策の状況について 海南市 家族会 １回 １８名
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・講演講師等

内 容 場 所 対 象 回数 人数

ひきこもりの現状と課題について 和歌山市 一般 １回 ３０名

（紀の国子どもネットワークシンポジウム）

精神障害者のホームヘルプサービスについて 和歌山市 ホームヘルパー １回 ５２名

（介護労働講習）

統合失調症と人格障害 和歌山市 警察関係者 １回 ３８名

（警察安全相談研修会）

平成１５年度単位民児協会長・副協会長研修 白浜町 民生委員・児童委員 １回 ８０名

支払基金講演 和歌山市 一般県民 １回 ５０名

精神障害者ホームヘルパー講演会 和歌山市 ホームヘルパー １回 ５０名

日本精神障害者リハビリテーション協会 和歌山市 海外福祉関係職員 １回 ２０名

講演会

和歌山県作業所問題研究交流集会 上富田町 作業所職員 １回 ３０名

・会議等

内 容 場 所 対 象 回数 延人数
センター所長会 東京都 センター所長 １回 ６０名

センター長会 京都府 センター所長 １回 １２０名

中部・近畿ブロックセンター長会 愛知県 センター所長 １回 １８名

中部・近畿ブロックセンター長会 名古屋市 センター所長 １回 １８名

全国精神医療審査会事務担当者会及び 東京都 精神医療審査会 １回 ９０名

全国精神医療審査会連絡協議会 事務担当者

「社会的ひきこもり」の居場所 和歌山市 作業所職員等 １回 ５０名

「ハートツリーハウス」開所式

和歌山県家族会連合会総会 田辺市 精神保健福祉関係 １回 ８０名

従事者

薬物乱用対策推進本部幹事会 和歌山市 行政関係者 １回 ３０名

思春期ネットワーク会議 田辺市 思春期精神保健関係 ６回 ２３４名

従事者

和歌山地域職リハ推進フォーラム 和歌山市 労働関係及び教育・ １回 ５４名

福祉関係者

青年相談機関に関する近畿ブロック連絡会議 和歌山市 福祉・教職員等青年 １回 １８５名

相談担当者

紀南障害者就業・生活支援センター運営協議会 田辺市 保健・福祉等運営委 ２回 ６０名

員
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・会議等

内 容 場 所 対 象 回数 参加者

薬物相談機関実務担当者会議 和歌山市 裁判所、警察本部、 １回 ２３名

各振興局他

和歌山市民講座 和歌山市 一般県民 １回 １５５名

ひきこもりネットワーク 和歌山市 ひきこもり支援従事者 １回 １３名

思春期精神保健連絡会議 精神保健福 保健・福祉・教育従事者 ２回 ３４名

祉センター

健康対策課との連絡調整会議 精神保健福 健康対策課職員 １２回 ８４名

祉センター

精神保健福祉センター運営協議会 精神保健福 関係団体の長 １回 ２１名

祉センター

ふれあい人権フェスタ連絡会議 和歌山市 フェスタ参加団体 ３回 １２０名

薬物中毒対策関係機関連絡会議 大阪市 行政関係者 １回 １００名

やおき福祉会障害者プランシンポジウム 田辺市 行政関係者 １回 １００名

和歌山市業務連絡会 和歌山市 行政関係者 １回 ３５名

被害者対策連絡協議会 和歌山市 行政関係者 １回 １７名

・学生講義、実習等

内 容 対 象 回数 実人員

和歌山県立高等看護学院講義 保健学科学生 ８回 ２０名

和歌山大学付属中学校総合学習 ２年生生徒 １回 ２名

和歌山県立医科大学 ５回生 ２回 ６０名

和歌山労災看護専門学校 ２回生 ８回 ２０名

ＹＭＣＡ福祉医療専門学校 ２回生 １４回 ８０名

医師会看護専門学校 ２回生 １回 ２０名
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・委嘱、委員等

内 容 場 所 回 数

和歌山県社会参加推進協議会委員 和歌山市 ２回

長寿社会推進会議委員 和歌山市 １回

地域福祉権利擁護事業締結審査会委員 和歌山市 １２回

県障害児就学指導委員会委員 和歌山市 １回

和歌山県精神科救急医療システム委員会委員 和歌山市 １回

社会保険健康づくり事業推進協議会 和歌山市 ２回

医大人権擁護委員会 和歌山市 ３回

ジョブガイダンス事業運営委員会 和歌山市 ３回

・その他

組 織 育 成

患者会 家族会 断酒会 職親会 その他 計

組織支援件数 １ ２ ４ ７
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２．教育研修

保健所、市町村、福祉事務所、社会復帰施設その他の関係機関等で精神保健福祉業務に従事する職

員等を対象として、その資質の向上を図るため、精神保健福祉に関する専門的な研修を実施した。

（１）精神保健関連新任者研修

新しく精神保健福祉業務に従事した者が、精神保健福祉の基礎知識を学び業務に活かすことができ

る事を目的に、業務に従事して概ね３年以内の担当者を対象に実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年６月１８日（水）講義「精神疾患と障害の理解」 ５０名

和歌山ビッグ愛 講師 県立こころの医療センター

リハビリテーション部長 生駒芳久 第１分科会

講義「精神保健福祉制度」 ２２名

講師 当センター主査 長島 隆 第２分科会

分科会「精神障害者の地域生活支援」 ２８名

所属別（行政、社会復帰施設、医療機関）に分かれて実施

講師 有田振興局健康福祉部主査 栗田直嗣

清水町福祉保健課 坂口瑞穂

紀南障害者地域生活支援センター施設長 柳瀬敏夫

ももたにクリニックデイケア室 加藤直人

（２）市町村保健福祉担当職員研修

住民に最も身近な地方公共団体である市町村の精神保健福祉分野における基盤整備の一つとして、

地域において精神保健福祉行政の窓口となる市町村の精神保健福祉担当職員等に対して、精神保健福

祉の実践的な研修を行い、その資質の向上を図るとともに、地域保健福祉の向上に資することを目的

として実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年９月１７日（水）先進地報告 ４８名

和歌山ビッグ愛 「精神障害者が地域で生活しやすい体制づくり」

－新潟県における市町村の取り組みから－

講師 新潟県柏崎健康福祉環境事務所

地域保健課長 宮崎敏子

講義「これからの地域精神保健福祉活動の展開について」

講師 国立精神・神経センター精神保健計画部長 竹島正

シンポジスト

社会復帰施設の立場から 憩いの家共同作業所 蕨野隆人

当事者の立場から 精神障害者グループいっぽ会 川合健志

市町村の立場から 桃山町福祉保健課 水内久美

精神科医療機関の立場から 国保日高綜合病院 藤内真一
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（３）思春期セミナー

アスペルガー症候群や高機能自閉症は、「知的には正常な能力をもっている。人との相互的なやり

とりの関係をもったり、当たり前の人間関係や社会的関係をもつことの困難さがある。限られた狭い

興味や関心・活動をもち続ける。」といった特徴をもっている。いずれも診断が遅れる事例が多く、

その結果、親の対応の遅れや周囲の無理解といった問題を生じさせる。

今回のセミナーでは、アスペルガー症候群や高機能自閉症の子どもたちの教育や療育に日々携わる

人々が、どのような理解とサポートをしていければよいか。また幼児期から就労までの成長を見守り

ながらの具体的な援助方法について学ぶ。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１６年３月９日（火） 高機能自閉症（アスペルガー症）の正しい理解について ９７名

国立精神・神経センター精神保健研究所室長 田中 康雄

（４）社会復帰関連問題研修会

精神障害者の社会参加や自己実現のための支援を学ぶことを研修の概要としている。就労支援を通

して社会復帰関連問題を検証することで、就労支援のあり方や就労支援のネットワークの構築につい

て理解し、就労支援の実際の方法について学ぶことを目的として、社会復帰施設従事者及び職親、行

政職員等精神障害者の社会復帰の支援に関わる者を対象に研修を行った。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１６年２月２８日（土）講義 ７５名

プラザホープ 「精神障害者社会適応訓練事業を利用した就労支援」

講師 株式会社ストローク代表取締役 金子 鮎子

シンポジウム

「就労支援の実践から学ぶ就労支援のあり方」

紀南障害者就業・生活支援センター 北山 守典

和歌山生活支援センター 江上 直子

岡野真理有限会社ワールドサポーﾄ 山本 順一

（５）ＳＳＴ研修

平成１４年度から、精神障害者居宅生活支援事業が開始され、精神障害者の在宅福祉サービスの充

実をより一層すすめていくことが急務の課題となっている。今回の研修では、集団援助技術の一手段

として、ＳＳＴ（社会生活技能訓練法）の知識と技能を基礎から学び、精神障害者の地域生活支援活

動に対する実践に応用できることを目的としている。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１６年３月１１日（木）ＳＳＴ（社会生活技能訓練法）の知識と技能を基礎から学ぶ ２５名

３月１２日（金） 高岡病院作業療法士

ＳＳＴ普及協会認定講師 岸本 徹彦
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（６）精神障害者訪問介護員講習会

対象者のニーズに応じた適切なホームヘルプサービスを提供するため、精神障害に関する知識や精

神障害者との関係づくりの方法を修得することを目的に、ホームヘルパーの資格を有する者を対象に

実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年８月 ６日（水）講義 実人員

和歌山地域地場産業 「精神障害の基礎知識」 １５２名

振興センター 講師 国保野上厚生総合病院精神科医長 上野半兵衛 延人員

「精神障害者ホームヘルプサービス －援助内容と援助特性－」 ２９９名

講師 麦の郷高齢者地域生活支援センター 修了証書

ケアマネージャー 日野のぞみ 交付

「精神障害者を持つ家族の立場として」 １４７名

講師 和歌山県精神障害者家族会連合会会長 大畠信雄

「精神保健福祉施策と制度」

講師 当センター 主査 長島 隆

Ｈ１５年８月 ７日（木）施設研修 ３９名

１９日（木）２１日（木） 講義、施設見学、当事者との交流会 ３８名

(福)一麦会 ３８名

Ｈ１５年８月 ８日（金）

８月２２日（金） ２５名

(福)やおき福祉会 ２４名

Ｈ１５年８月２３日（土）講義 実人員

東牟婁振興局 「精神障害の理解と基礎知識」 ４２名

会議室 講師 医療法人両茂会岩﨑病院精神神経科医師 井谷隆典

「精神障害者ホームヘルプサービス 援助内容と援助特性」 延人員

講師 医療法人両茂会岩﨑病院事務 廣井勉 ８０名

「精神保健福祉施策と制度」

講師 新宮保健所副主査 太田順子 修了証書

「精神障害者を持つ家族の立場として」 交付

講師 和歌山県精神障害者家族会連合会会長 大畠信雄 ３８名

施設研修 講義・施設見学・当事者との交流

どんぐりの家

Ｈ１５年８月２９日（金） ６名

９月 ３日（水） ６名

９月 ５日（金） ６名

１０月 １日（月） ７名

１０月 ３日（水） ７名

１０月 ８日（月） ６名
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（７）精神障害者訪問介護員フォローアップ研修

精神障害者ホームヘルプサービスが実施されて１年が経過し、各市町村においても積極的な取り組

みがなされている。しかし、より良いサービスを提供していくためには９時間の養成研修の受講だけ

では十分とは言えず、精神障害者訪問介護員養成講習を終了し、精神障害者ホームヘルプサービスを

行っている者を対象にフォローアップ研修を実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年１０月８日（水）講義 実人員

和歌山ビッグ愛 「精神障害者ホームヘルプサービスの意義と課題」 ５２名

講師 花園大学社会福祉学部講師 三田優子

実践報告

「当事者のニーズを生かしたサービス」

事例発表・グループ討議

（８）介護等支援専門員養成研修

障害者ケアマネジメント従事者を養成することにより、もって障害者ケアマネジメント体制

支援事業の円滑な実施に資することを目的とする。市町村職員及び精神障害者地域生活支援セ

ンター等の各相談事業に従事している者を対象に、一部を身体・知的・精神分野別に実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

（総論） 「精神障害者の生活ニーズ」 ２９名

Ｈ１６年２月１６日（月） 県精神障害者団体連合会長 倉根伸幸

２月１７日（火） （社）一麦会施設長 山本 哲士 他

（各論） 「精神障害者ケアマネジメントの進め方」

３月 １日（月） 花園大学社会福祉大学部助教授

３月 ２日（火） 三品 桂子

３月 ３日（水）

（９）こころの健康講座

近年、社会生活環境の複雑化等により、各層においてストレスが増大し、こころの健康に様々な問

題を引き起こしている。当センターでは、地域住民が心の健康について関心をもち、自ら心の健康増

進を図れるための知識の普及を目的に、こころの健康講座を開催した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年９月２９日（月）講義「こころのセルフケアを通して、生きなおしを考える」 ５２名

講師（財）ひまわりの家
理事長 播磨靖夫

Ｈ１６年１月１９日（月）講義「あなたの笑顔、なにより薬！」 ７６名

講師（財）元気で長生き研究所
所長 昇 幹夫
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（１０）精神科看護職員等人権セミナー

和歌山県精神保健福祉審議会が提出した「県内の精神科病院における入院患者の権利擁護等に関

する取り組みについて」のなかで、医療従事者に対する研修の充実という提言を受けて、精神医療の

現場に勤務する看護職員等を対象に実施した。

開催日・会場 テ ー マ ・ 講 師 受講者数

Ｈ１５年１０月２日（木）講義「精神保健福祉法の理解」 ４０名

１０月３日（金） 講師 県健康対策課 中川 浩二

１０月９日（木）講義「精神医療の歴史」

１０月１０日（金） 講師 センター所長 朝井 忠

講義「精神医療における人権」

講師 精神医療審査会長 有田 佳秀

講義「精神障害者の人権擁護」

講師 厚生労働省社会保障審議会委員 広田 和子

講義「精神障害者の地域生活支援」

講師 大阪府立大学社会福祉学部教授 藤井 達也

講義「精神科入院者への対応」

講師 福井県立大学看護福祉学部教授 神郡 博

病院見学（施設見学と人権擁護に関する取り組み）

医療法人桐葉会 木島病院

「精神科におけるチーム医療」

（社）日本精神科看護技術協会常務理事 仲地 珖

グループ討議・人権擁護のまとめ

県健康対策課 中川浩二
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３．普及啓発

一般住民や関係機関に対し、精神保健福祉や精神障害についての知識や情報を提供するため、次の

とおり講演会や出版物の作成等、普及啓発活動を行った。

（１）講演会等

・和歌山こころのつどい

精神保健福祉に関する知識の普及と心の健康づくり推進のため、精神保健福祉協会総会において

実施した。

開 催 日 平成１５年７月７日（月）

会 場 和歌山ビッグ愛大ホール

参 加 者 １８８名

内 容 講演「遊びと脳」

講師 京都大学名誉教授・愛知工業大学客員教授 大島 清

開 催 日 平成１６年３月２１日（日）

会 場 吉備町保健福祉センター

参 加 者 ３８名

内 容 講演「こころって何？」

講師 和歌山県こころの医療センター医師 生駒 芳久

・わかやまこころのフェスティバル

県民の精神的な健康の保持及び増進と精神障害者の福祉の増進を図るために、一般県民、関係団体

及び行政が「相互理解」を深め、啓発活動を行うことを趣旨として実施した。

開 催 日 平成１５年１１月１５日（土）～１１月１６日（日）

「ふれあい人権フェスタ」との共同開催

会 場 和歌山ビッグホエール

参 加 者 １０，５００名

内 容 ・コンサート「精神障害者当事者の主張」 精神障害者バンド ”ハルシオン”

・朗読と講演「１００人村から見えてくること」池田香代子（作家・翻訳家））

・その他 精神保健福祉関係団体の展示

・精神障害者ソフトバレーボール近畿大会

精神障害を持つ人がスポーツを楽しみ、体力の維持・増進を図り、仲間とのふれあいを体験するこ

とによって、社会の障害者に対する理解をより一層深め、精神障害者の社会参加を推進するとともに、

全国障害者スポーツ大会への参加意識向上に資することを目的に実施した。

開 催 日 平成１５年１１月２８日（金）

会 場 和歌山ビッグホエール

参 加 者 選手１６４名 / ボランティア４１名

内 容 近畿各府県から１６チーム（内県外５チーム）が参加し、リーグ戦またはトーナ

メント戦で優勝チーム及び準優勝チーム、３位チーム（２チーム）を決定した。
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（２）広報出版物等

・精神保健福祉センター便り

関係機関への情報提供と県民への啓発のため、社会復帰施設や自助グループの紹介、 最新情報、

県内の精神保健福祉の動向、センターの研修お知らせ等を掲載し、年４回発行している。

送付機関数 発行部数

第１５号 ２１８ ４９１

第１６号 ２２２ ４９６

第１７号 ２２６ ５００

第１８号 ２２７ ５０１

合 計 延８９３ １９８８

・メンタルヘルスガイドブック

１７００部作成し、保健所及び関係機関に配布。

・精神保健福祉協会誌

協会員向情報誌「こころ」を８００部作成し、会員に配布した。

・図書、ビデオの貸し出し

精神保健福祉の正しい知識の普及のために、図書、ビデオの貸し出しを行っている。

保健所 市町村 医療機関 社会復帰施設 その他 合 計

図 書 １２ ４ １ ６ ３２ ５５

ビデオ ２６ １ ８ ０ ８ ４３

合 計 ３８ ５ ９ ６ ４０ ９８
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651 651 651 0 0 0 651 0 0 0 0

措置入院者 17 17 17 0 0 0 17 0 0 0 0

医療保護
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退院の
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取　　下

退院等
審査
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消失

審査
件数

１５年度の判定実績は、表２・表３の通りである。

審　　査　　結　　果

医療保護入院の届出
（法第３３条第１項）

区　　　　　　分

医療保護
入院者 10 10 10 0 0

（表１） 精神医療審査会の審査に関する事務

処遇改善
請求

措置入院者

 医療保護
入院者

５．医療・福祉関係事務

　また、精神保健福祉法第３２条第３項の規程による精神障害者通院医療費公費負担制度、及び同法

第４５条第１項の規程による精神障害者保健福祉手帳の申請に係る診断書の判定業務を行った。平成

　精神保健福祉法第１２条の規程に基づいて、和歌山県精神医療審査会は、精神障害者の人権擁護と

その適正な医療及び保護を図るために設置されている。平成１５年度の開催事務及び審査遂行上必要

な調査、その他審査に関する事務に対する審査状況は以下の通りである。



（表２）

保健所名 市町村名

障
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症
状
性
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遺
症
脳
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管
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の
後
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呆
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性
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害
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合
失
調
症
圏

そ
う
う
つ
病
圏
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の
他
の
精
神
病

神
経
症

精
神
病
質

児
童
・
思
春
期
精
神
障
害

て
ん
か
ん

知
的
障
害

そ
の
他

計

和 歌 山 市 11 59 728 287 157 259 31 2 477 12 238 2,273

13 8 116 47 20 29 6 0 95 3 119 465
海 南 市 7 5 68 32 10 21 4 54 80 288
下 津 町 3 1 29 10 4 3 2 26 1 21 100
野 上 町 12 2 3 2 11 2 12 45
美 里 町 3 2 7 3 3 3 4 6 32

5 6 154 61 32 48 9 0 83 1 75 480
打 田 町 26 10 6 6 1 15 8 73
粉 河 町 1 20 4 2 5 1 16 7 56
那 賀 町 1 11 3 4 3 2 5 9 39
桃 山 町 9 3 3 4 3 6 28
貴 志 川 町 1 30 10 4 12 1 17 21 99
岩 出 町 5 3 58 31 13 18 4 27 1 24 185

3 17 232 115 60 22 15 0 124 21 67 683
橋 本 市 3 7 118 71 36 7 4 71 17 33 374
か つ ら ぎ 町 2 48 19 7 8 6 20 13 123
高 野 口 町 6 43 15 12 4 4 25 2 16 127
九 度 山 町 1 16 4 4 3 1 5 2 1 37
高 野 町 1 5 6 1 3 4 20
花 園 村 2 2

7 9 215 56 35 61 5 1 88 8 52 539
有 田 市 1 4 77 17 10 25 2 31 2 17 186
湯 浅 町 3 2 55 11 7 18 1 1 16 2 9 125
広 川 町 1 2 24 4 2 5 5 1 9 53
吉 備 町 19 15 4 5 19 7 70
金 屋 町 2 1 20 6 8 4 13 3 7 65
清 水 町 20 3 4 4 2 4 3 40

1 12 216 89 45 23 1 0 37 17 86 530
御 坊 市 7 87 42 23 9 1 19 10 33 233
美 浜 町 1 19 14 2 4 2 10 52
日 高 町 23 9 6 3 1 1 7 50
由 良 町 21 6 4 3 6 5 12 58
川 辺 町 17 7 1 1 3 7 36
中 津 村 13 2 3 2 1 4 25
美 山 村 1 13 2 1 5 22
印 南 町 4 23 7 6 1 5 8 54

45 15 379 94 68 48 5 0 164 50 164 1,054
田 辺 市 36 4 216 49 31 28 2 90 25 79 570
龍 神 村 1 1 13 1 3 2 5 2 5 33
南 部 川 村 1 13 5 5 2 5 2 7 40
南 部 町 3 18 7 3 2 6 9 49
白 浜 町 3 5 43 13 10 5 26 6 17 136
中 辺 路 町 11 2 3 1 1 5 2 7 32
大 塔 村 1 10 1 2 2 5 21
上 富 田 町 3 1 25 11 7 2 19 9 22 101
日 置 川 村 1 9 3 4 3 1 3 8 32
す さ み 町 21 2 2 3 1 3 2 5 40

新　　　　宮 1 6 68 9 9 8 3 0 12 4 64 186
（古　　座） 串 本 町 1 2 39 5 7 7 2 10 2 45 122

古 座 町 3 18 2 2 1 2 2 5 35
古 座 川 町 1 11 2 1 14 29

4 9 125 51 38 23 3 2 29 7 135 427
新 宮 市 1 5 67 28 19 12 3 2 10 5 69 222
那 智 勝 浦 町 1 3 34 14 14 8 16 41 131
太 地 町 1 3 1 1 1 10 17
熊 野 川 町 1 7 3 1 1 1 11 25
本 宮 町 1 10 4 3 3 1 2 24
北 山 村 4 1 1 2 8

90 141 2,233 809 464 521 78 5 1,109 123 1,000 6,637

御 坊

田 辺

6 6

2
1

7
6

平成１５年度精神科通院医療費公費負担受給者

23

海 南

岩 出

高 野 口

湯 浅

1

1
3

1
1
1
1

1

1

1
1

1
4

9
4

1

3

1

0

2

6

0

1

6

2
1

1

13
6

1

2

4

1
1

1
2
2

合　　　計 41

新 宮



（表３）

計 １　級 ２　級 ３　級 計 １　級 ２　級 ３　級

和 歌 山 市 計 721 251 378 92 日 高 町 23 6 11 6

海          南 計 319 134 132 53 由 良 町 15 3 11 1

海 南 市 232 105 85 42 川 辺 町 15 7 8

下 津 町 37 10 21 6 中 津 村 9 4 3 2

野 上 町 29 11 16 2 美 山 村 11 9 2

美 里 町 21 8 10 3 印 南 町 15 2 8 5

岩        出 計 183 65 96 22 田        辺 計 333 81 200 52

打 田 町 27 7 16 4 田 辺 市 168 43 96 29

粉 河 町 18 8 10 龍 神 村 5 5

那 賀 町 14 5 8 1 南 部 川 村 10 3 5 2

桃 山 町 18 7 8 3 南 部 町 18 2 11 5

貴 志 川 町 48 18 26 4 白 浜 町 41 10 28 3

岩 出 町 58 20 28 10 中 辺 路 町 15 3 10 2

高    野   口 計 159 43 94 22 大 塔 村 8 4 3 1

橋 本 市 81 25 46 10 上 富 田 町 38 9 22 7

か つ ら ぎ 町 28 8 18 2 日 置 川 村 11 3 6 2

高 野 口 町 38 6 23 9 す さ み 町 19 4 14 1

九 度 山 町 5 4 1 新          宮 計 143 37 90 16

高 野 町 5 3 2 (  古     座  ） 串 本 町 98 24 63 11

花 園 村 2 1 1 古 座 町 14 2 11 1

湯          浅 計 161 60 81 20 古 座 川 町 31 11 16 4

有 田 市 54 21 25 8 新          宮 計 243 95 119 29

湯 浅 町 45 20 21 4 新 宮 市 125 51 59 15

広 川 町 15 4 9 2 那 智 勝 浦 町 71 24 41 6

吉 備 町 18 8 8 2 太 地 町 12 5 6 1

金 屋 町 16 4 11 1 熊 野 川 町 20 6 10 4

清 水 町 13 3 7 3 本 宮 町 9 4 3 2

御        坊 計 198 42 123 33 北 山 村 6 5 1

御 坊 市 91 19 58 14

美 浜 町 19 1 15 3

（表４）

更新 新規 計 治癒軽快 死亡 転出等 未更新 計

14 16 10 26 1 1 25

7 7 2 9 0 9

24 29 10 39 1 4 5 34

9 14 10 24 1 1 23

569 643 244 887 3 2 22 27 860

97 114 58 172 1 8 9 163

85 94 36 130 2 4 6 124

27 32 22 54 1 1 6 8 46

14 15 7 22 1 1 21

1 1 1 0 1

97 102 21 123 1 1 15 17 106

10 11 4 15 2 2 13

886 992 122 1,114 15 1 63 79 1,035

1,840 2,070 546 2,616 1 23 6 126 156 2,460

その他

合　　　計

疾　病　名

精神病質

児童・思春期精神障害

てんかん

知的障害

統合失調症圏

そううつ病圏

その他の精神病

精神障害者福祉手帳疾病別交付状況

前年度末
本年度中交付件数 本年度中減件数

本年度末

神経症

症状性又は器質性精神障害

脳血管障害及びその後遺症

老人期痴呆

中毒性精神障害

精神障害者保健福祉手帳所持者数（平成１６年３月３１日）

1,313 339県　　    　計 2,460 808
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精神障害者居宅生活支援事業アンケート調査報告

○長島 隆 本松勢津子 尾﨑則子 吉田信彦 朝井 忠

（精神保健福祉センター）

（１）はじめに

精神保健福祉法の改正により、平成 14年度から業務が一部市町村に

委譲され、精神障害者居宅生活支援事業（ホームヘルプサービス、ショ

ートステイ、グループホーム）が創設された。委譲後１年が経過した時

点での、市町村における精神保健福祉業務の実施状況と今後の課題につ

いて報告する。

（２）対象と方法

対象：和歌山県下 50市町村

実施時期：平成15年 3月末に市町村担当課に調査を依頼した。調査は

郵送にて回収した。回収時期は、平成 15年4月～ 5月である。

調査内容：平成14年度の精神障害者居宅生活支援事業実施状況

（３）結果と考察

１ 精神保健福祉業務の窓口について

調査対象の 50市町村のうち、保健・福祉合同窓口での対応が

ア）精神障害者保健福祉手帳・通院医療費公費負担申請の窓口 24

市町村（48％） イ）精神障害者居宅生活支援事業の窓口 23市町

村（46％）ウ）社会復帰施設や社会適応訓練事業の利用に関す

る相談や斡旋・調整の実施窓口 23市町村（46％）と最も多い。次

に福祉単独の対応と続いている。福祉単独の窓口も含めての対応と

なると ア）39市町村（78％）イ）43市町村（86％）ウ）39市町

村（78％）となる。また、41市町村（82％）については、上記の事

業窓口が個々別々ではなく、同一の窓口（課）での対応となってい

る。

（単位）市町村数

手帳・申請 精神障害者居宅 社会復帰施設等の

の受付窓口 生活支援事業 利用に関する相談

保健 11 7 11

福祉 15 20 16

保健福祉 24 23 23

合計 50 50 50

２ それぞれの窓口での精神保健福祉業務の担当者について

社会復帰施設や社会適応訓練事業の利用に関する相談や斡旋・調

整の窓口については、保健師 31市町村（62％）が担当をしており、

利用者のマネジメントを行うことの中心的業務を保健師が担ってい

るのが特徴である。精神障害者保健福祉手帳・通院医療費公費負担

申請の受付窓口と精神障害者居宅生活支援事業の窓口については、

それぞれ 26市町村（52％）において事務職が担当している。それ

ぞれの窓口において、平成 10年に国家資格化された精神保健福祉

士を配置している市町村は1～2市町村にとどまり、まだまだ少な

い現状にある。

（単位）市町村数

手帳・申請 精神障害者居宅 社会復帰施設等の

の受付窓口 生活支援事業 利用に関する相談

保健師 22 22 31

事務職 26 26 17

精神保健福祉士 1 2 2
事務職と保健師 1 0 0

合計 50 50 50

３ 精神障害者居宅生活支援事業の進捗状況について

精神障害者居宅介護等事業（ホームヘルプサービス）は、30市町村

（60％）が実施している。精神障害者地域生活援助事業（グループホ

ーム）と精神障害者短期入所事業（ショートステイ）は、それぞれ 15

市町村（30％）が実施している。ただ、精神障害者地域生活援助事業 21

市町村（42％）と精神障害者短期入所事業 19市町村（38％）につい

ては、要綱を整備せず未実施である。

（単位）市町村数

精神障害者居宅介護等事業
（ホームヘルプサービス） 30 10 7 3 50
精神障害者地域生活支援事業
（グループホーム） 15 13 21 1 50

精神障害者短期入所事業
（ショートステイ） 15 15 19 1 50

（４）まとめ

精神障害者に対する相談窓口が保健・医療は保健所、福祉は市町村と

二分化している。このうえ市町村においても窓口が分かれるということ

は、均一化したサービスを受けるという視点から、精神障害者の不利益

となるため、今後も福祉の窓口を含めた総合的な窓口が必要と考える。

なお、障害者ケアマネジメント体制整備が昨年度で終了し、平成15

年度からケアマネジメントの本格実施がはじまった。ケアマネジメント

そのものは、地域で精神障害者を支えるために有効な方法である。今回

の調査では、その担い手としての保健師の役割と事務職の役割との差が

でてきた結果となった。ホームヘルプサービスの導入時のアセスメント

についても現場から、とまどいの声が上がっており、さらなる議論の必

要性がある。

また、精神障害者居宅生活支援事業は、実際に利用が開始されて

いる市町村数の多い少ないかは議論の分かれるところである。しか

し、精神保健福祉業務の主体が明らかに市町村に移ったことは、はっき

りと示されている。今後は、県立保健所や精神保健福祉センターの側面

的な支援のもと、市町村の実施体制強化が望まれる。
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